
補遺 第２章 識別問題の例

本論では「誘導型の方程式群を与えられた場合，そこから構造型のパラ

メータを（式変形等によって）逆算することができるかどうかを考えるのが

『識別問題』である」と述べた。

ここでは，最初に構造型方程式群を提示し，そこからいったん誘導型を

導いたのちに，最初の構造型方程式のパラメータを求めなおすことができ

るかどうか，という手順で確認する。前提として，マクロ的にみた経済は

消費と投資からなり（政府および海外部門は無いと仮定），

Y＝C＋I

家計（ミクロ）的にみた所得は消費と貯蓄に分配されるとする。

Y＝C＋S

これら２式から，

I＝S

が導かれる。

１．モデル１．ちょうど識別

I：投資，S：貯蓄，P：物価，R：金利，Y：所得（GDP）

初めの式は「投資関数」を表し，物価水準と金利で決まると仮定する。

２番目の式は「貯蓄関数」であり，物価水準と所得から決まる。このモデ

ルでは，I，Sおよび Pを内生変数（Pは別の式で内生化されていると仮定），

R，Yを外生変数とする（補遺末尾（注）を参照）。さらに単純化のため定数

項と誤差項を無視するが，議論の本質は変わらない。条件 I＝Sから２式を
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Pについて解くことができる。

この Pをもとの式に代入すれば，

となり，これらを整理すると，

と同一となり，内生変数 Pと Iを外生変数 Rと Yだけの式で書き表せば，

となる。それぞれの式の係数を改めて別の文字 πと で表すと
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と書くことができる。これが Iおよび Pについての誘導型表記であり，誘導

型パラメータ群（π１，π２， １， ２）はそれぞれ，

である。

π１と １，π２と ２の比をとれば，

となるから，

であって，さらにここから，

と，誘導型パラメータから構造型パラメータが完全に逆算できることが示

される。これをもって，この同時方程式群は「ちょうど識別」される，と

いう。

２．モデル２．識別不能

上のモデルを若干変更して，投資関数の側に金利変数が導入されていな

い以下のモデルを考える（内生変数：I，S，P；外生変数：Y）。
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上と同様の展開を進めると，

が得られ，ここから，

までは得られるが，他の構造型パラメータ γ１および γ２は求めることができ
ない。

この場合，誘導型パラメータから構造型パラメータを逆算することが不

可能であるので「識別不能」という。

３．モデル３．過剰識別

改めて上のモデルを若干変更して，貯蓄関数にその他の（外生）変数が導

入されたモデルを考える（内生変数：I，S，P；外生変数：R，Y，Z）。

同様に展開を進めると，今度は

となり，誘導型パラメータ群を以下のようにあらわすことができる。
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この時，β１は

という２つのちがう方法で表すことができることがわかる。このような場

合，モデルは「過剰識別」されるという。

４．識別の階数条件（order condition）

モデルを構成する各式が識別されるかどうかは，モデル全体および注目

する式に含まれる内生・外生変数の数によって判定することができる。

モデル全体に含まれる内生変数の数をM，外生変数の数を Kとする。ま

た，注目する式に含まれる内生，外生変数の数をそれぞれm，kとするとき，

次の関係が成立つ。

m＋ －１＞K 過少識別（識別不能）

m＋ －１＝K ちょうど識別

m＋ －１＜K 過剰識別

ただし，これは識別の必要条件であって十分条件ではないことに注意さ

れたい。

上記の３モデルについてこの条件を確かめておく。
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M＝３，K＝２ m m＋ －１ 判 定

２ １ ２ ＝K ちょうど識別

２ １ ２ ＝K ちょうど識別

M＝３，K＝１ m m＋ －１ 判 定

２ ０ １ ＝K ちょうど識別

２ １ ２ ＞K 過小識別

M＝３，K＝３ m m＋ －１ 判 定

２ １ ２ ＜K 過剰識別

Z ２ ２ ３ ＝K ちょうど識別

モデル１（ちょうど識別のケース）（内生変数：I，S，P；外生変数：R，Y）

モデル２（過少識別のケース）（内生変数：I，S，P；外生変数：Y）

モデル３（過剰識別のケース）（内生変数：I，S，P；外生変数：R，Y，Z）

となり，上の条件が成り立っていることが確認される。

（注） ここでは Pを内生変数として議論しているが，Pが外生変数であれば，

これらの式はそのまま誘導型であることになる。
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